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（評価結果の所見） 

 本研究領域は、生体分子系が有する効率的なエネルギー変換に着目し、物理学・化学・生物学を有

機的に連携させ、分子装置としての発動分子を構築しようという非常に挑戦的な研究である。若手・

中堅研究者が計画段階で融合できており、分子素子の合成、集積化による機能発現、精密分析、理論

解析の4つの分野もうまく融合できている。中間評価までの成果では、個別研究、融合研究とも着実

な成果を挙げている。計画研究組織だけでなく、公募研究組織も含めた領域内共同研究が多数行われ

ており、領域代表者の優れたリーダーシップの下、うまく組織運営がなされており、当初予想されて

いなかった研究が生まれる可能性がある。また、ソフトロボット学との新学術領域研究合同シンポジ

ウムを開催し、研究領域内にとどまらず、幅広い異分野融合に取り組んでおり、後半の進捗が期待で

きる。 

 一方、今後の方向性の例として DNA オリガミについて触れていたが、タンパク質生物学だけでな

く、DNA、RNA、脂質との相互作用を含めた超分子構造の解明まで、領域が広がることを期待したい。

研究領域としての方向性を明示し、学理としての「発動分子科学」を広く強く発信するために、より

高質でインパクトの大きい論文発表が期待される。 

 

 

  


